
　

昨
年
、
碧
南
市
は
市
へ
の
移
住
・
定
住

促
進
を
図
る
目
的
で
、
費
用
約
500
万
円
を

か
け
、
う
ち
国
の
「
地
域
活
性
化
・
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
約
370
万

円
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
動
画
「
龍
が
護
る
街
」

を
製
作
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
市
の
名
所
（
明
石
公
園
、
あ

お
い
パ
ー
ク
な
ど
）
や
味
覚
（
へ
き
な
ん

焼
き
そ
ば
、
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）

を
盛
り
込
ん
だ
ド
ラ
マ
仕
立
て
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
情
報
番
組
の

収
録
で
碧
南
市
を
訪
れ
た
名
古
屋
市
在
住

の
マ
ジ
シ
ャ
ン
・
マ
ギ
ー
審
司
さ
ん
や
市

役
所
で
講
演
を
し
た
碧
南
市
出
身
の
大
村

秀
章
愛
知
県
知
事
が
魔
物
に
と
り
つ
か
れ

る
が
、
油
ケ
淵
か
ら
現
れ
た
龍
に
救
わ
れ

る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。
ほ
か
に
碧
南
市

出
身
で
女
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
乃
木

坂
46
」
で
活
躍
し
て
い
る
永
島
聖
羅
さ
ん

（
永
島
卓
前
碧
南
市
長
の
孫
で
、
現
在
毎

週
水
曜
日
の
21
時
半
か
ら
21
時
55
分
ま
で
、

Ｆ
Ｍ
あ
い
ち
「
デ
リ
シ
ャ
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
」
で
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を

務
め
て
い
ま
す
）
や
名
古
屋
市
を
拠
点
に

活
躍
し
て
い
る
男
性
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｓ　

Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｍ
Ｅ
Ｎ
」
の
田

村
侑ゆ

き

久ひ
さ

さ
ん
な
ど
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
大
ブ
レ
イ
ク
と
な
り

ま
し
た
。
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
動
画
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
公
開
し
て
い
ま
す
が
、

１
回
の
再
生
時
間
が
約
20
分
間
と
長
編
に

も
拘か

か
わ

ら
ず
、
12
月
末
ま
で
の
３
か
月
間
で

約
２
万
２
千
回
（
再
生
開
始
後
、
半
年
間

の
目
標
は
千
回
）
の
再
生
回
数
で
す
。
国

の
総
務
省
の
集
計
（
全
国
移
住
ナ
ビ
）
に

よ
れ
ば
、
全
国
に
は
約
千
700
の
市
町
村
が

あ
り
ま
す
が
、
全
国
順
位
18
位
、
東
海
３

県
（
愛
知
県
、
岐
阜
県
、
三
重
県
）
の
な

か
で
は
ダ
ン
ト
ツ
１
位
状
態
で
し
た
。
単

に
産
業
や
観
光
地
を
紹
介
す
る
一
般
的
な

Ｐ
Ｒ
動
画
で
は
、
な
か
な
か
視
聴
し
て
も

ら
え
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
た
め
、
ド

ラ
マ
仕
立
て
で
話
題
性
の
あ
る
出
演
者
を

多
く
起
用
し
た
こ
と
が
、
大
ブ
レ
イ
ク
の

理
由
か
と
思
い
ま
す
。

　

５
年
間
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
「
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」
で
公
開
し
ま
す
の
で
、

ま
だ
見
て
い
な
い
人
は
是
非
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。
市
の
魅
力
を
再
発
見
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
市
は
学
研
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
の

調
査
で
、
26
年
度
「
主
婦
が
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
全
国
21
位
、
東

海
３
県
１
位
に
な
り
、
26
年
９
月
よ
り
実

施
し
て
い
る
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度

で
も
累
計
約
８
億
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
も
東
海
３
県
で
は
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を
見
た
皆
さ
ん
が
、
１

人
で
も
多
く
碧
南
市
に
定
住
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

碧
南
市
Ｐ
Ｒ
動
画
が
大
ブ
レ
イ
ク

C
・
S
コ
ラ
ム

　友好親善と若い世代の国際理解を深めることを目
的とした姉妹都市への海外派遣（ホームステイ）を
希望する中高生を募集します。
派遣期間　８月５日㈮～18日㈭（予定）
派遣先　アメリカ合衆国ワシントン州エドモンズ市
募集人員　中学生10人、高校生５人（引率教諭２人
が同行）
費用　約15万円（諸事情により変動あり）
選考会
とき　３月５日㈯（予定）
ところ　市役所２階談話室
※選考会の詳細は、後日通知します。

海外派遣
中高生等募集

国際理解を深めよう
対象　平成28年４月１日現在で市内在住の中学３年
生・高校生（高等専門学校生を含む）で、次のすべ
てに該当する人
・学校長の推薦がある
・保護者の了承が得られる
・心身ともに健康で、海外生活ができる
・日常生活程度の英会話ができる
・７月21日㈭～８月２日㈫（予定）に姉妹都市から
　の学生使節団受入（ホストファミリー）ができる
・市が行う国際交流事業に協力できる
・性格や責任感など市を代表するにふさわしい
・保護者が市税などを完納している
・今までに市の中高生等海外派遣事業でエドモンズ
　市に派遣されたことがない
・事前研修（５月13日～７月８日の毎週金曜日およ
　び７月２日㈯の10回程度を予定）に参加できる
申込み　２月29日㈪までに申込書、学校長の推薦書、
「なぜ、エドモンズ市へ行きたいのか」をテーマと
する作文（400字詰め原稿用紙３枚）を地域協働課地
域協働係
※申込書は地域協働課、文化会館、南部・東部市民
プラザ、各公民館（西端を除く）、農業者コミュニ
ティセンター、市内中学校にあります。
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